
 

 

 

令和６年１月２４日 
▼タイトル 

  藤樹の里文化芸術会館 

地元現代美術作家展 「ニュー・ロケーション －波のまにまに－」を開催します 

 

▼概  要 

  当企画展は、地元作家によって作られた作品を地元で観賞する「アートの地産地消」を通して 

、作家や観賞者が新しい視点を生み出すことができる展示／空間（ニュー・ロケーション）を目指 

し、令和元年度から開催しています。 

５回（年）目となる今回は、琵琶湖周航の歌から引用した「波のまにまに」をテーマに、高島市 

や滋賀県で制作活動をする３名の作家の作品を展示します。 

３人の作品からは、美しい豊かな自然や穏やかな町並みの中で生活を営む人々の歴史や、 

水がたゆたうような揺らめきや煌めきが感じられます。琵琶湖の周りで暮らす日々を通して 

培われた体験や経験、感情や感覚が紡ぎだす作品をぜひご覧ください。 

 

▼期  間      令和６年２月２７日（火）～３月 10 日（日）午前９時～午後５時 

             ※ 休館日／３月４日(月) 

▼場  所      藤樹の里文化芸術会館 展示室（高島市安曇川町上小川１０６番地） 

 

▼費  用       入場無料 

 

▼出品者       奥島圭二（ガラス）                     高島市在住 

北村美佳（平面：抽象画、立体：オブジェ）      大津市在住 

桑野冴佳（平面：抽象画）                 高島市在住 

 

▼主  催      高島市教育委員会     ▼協 力   CAF,N びわこ展実行委員会 

 

▼関連イベント ① 「瑠璃玻璃
る り は り

茶会」     (講師／奥島圭二) 

日  時： 令和６年３月２日(土)、３日（日） 

午前１０時３０分～、午後２時～、午後３時～（全６回） 

対  象： どなたでも        定 員：各回３名 

参加費： ５００円 

② 「墨を使って描こう」  (講師／桑野冴佳) 

日  時： 令和６年３月９日(土) 午後１時～午後２時３０分予定 

対  象： 中学生以下（保護者の同伴可）   定 員：１０名 

参加費： １００円 

 

▼問い合わせ先 

 〇 所   属 ： 藤樹の里文化芸術会館 

 〇 担   当 ： 学芸員  花田 恵理 

 〇 電話番号 ： ０７４０（32）2461 

 〇 ファックス ： 0740(32)2460 
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桑野  冴佳
1981 年　兵庫県生まれ、高島市在住
多彩な画材を駆使し、階層や効果を重ねた抽象画を描く。等身大の立ち位置から、大きな自然
に対する畏怖や日常の風景の曖昧さを、草花、風、光と影などの色や形を通して再構成する。

「そこにあるなにか」 「Light and shadows」

　この度、藤樹の里文化芸術会館では、滋賀県にゆかりのある作家の
グループ展を開催します。
　第５回となる今回は、琵琶湖周航の歌の歌詞から引用した「波のま
にまに」をテーマに３名の作家を紹介します。
　高島市を中心に滋賀県内で制作活動をする３名の作品の深層には、
恐ろしくも美しい豊かな自然や、穏やかな街並みの中で生活を営む人々
の歴史など、たっぷりとした水にたゆたうような揺らめきや煌めきが
感じられます。琵琶湖の周りで暮らす日々を通して培われた体験や経
験、感情や感覚が紡ぎだす作品たちを、ぜひご覧ください。

【関連イベント】

参加申込は藤樹の里文化芸術会館まで
ご連絡ください。（先着順）

「瑠璃玻璃茶会」
３月２日（土）・３日（日）
時　間  :  10:30~/14:00~/15:00~
　　　　両日３回、全６回　　　　
講　師  :  奥島 圭二
対　象  :  どなたでも参加できます
参加料  :   500 円
定　員  :  各回３名

「墨を使って描こう」
３月９日（土）
時　間  :  13:00 -14:30
講　師  :  桑野 冴佳
対　象  :  中学生以下とその保護者
参加料  :  100 円
定　員  :  10名程度

［日］［火］

奥島  圭二
1977 年　滋賀県生まれ、高島市在住
ガラスという素材そのものと向き合いながら、器や茶道具、オブジェなどを制作する。ガラス
の美しさや儚さや奥深さを探ると共に、時間の中で移ろう自然や心象を内包する表現を試みる。

「鼓動」「玻璃鋳込金彩盌」

北村  美佳
1970 年　滋賀県生まれ、大津市在住
自然に寄り添う暮らしの中で感じたものを、スケッチ画や抽象画、オブジェなどで表現する。
今展では廃材を用いたオブジェや、花をモチーフにした抽象的な作品を展開する。

「Reborn」 「らんまん」


